
mcA�ess e バッテリ ー 内蔵型3ウェイ電源装置
TD F- 1 o 1 m mcAccesse 無線機専用
取扱説明書 （品番 EF-6190/FM807F02)

1 安全上のご注意 （必すお守り下さい） I 
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。安全に関する重大な内容です。こ使用の前にお読みになり、必ずお守りください。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や ■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で 区分し、
損害の程度を、次の表示で 区分し、説明しています。 説明しています。

介危険 この表ホの欄は、「 死亡または重傷などを負う危険が ゜切迫して生じることが想定される」内容です。 この絵表示は、してはいけない「 禁止」内容です。

介警告
この表示の欄は、「 死亡または重傷などを負う可能性

◎が想定される」内容です。 この絵表示は、必ず実行していただく「 強制」内容です。
バ＼注意 この表示の欄は、「 傷害を負う可能性または物的損害

のみが発生する可能性が想定される」内容です。
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o:：悶：：＃はし
使用しない

禁止そのまま使用すると、発
火、事故の原因となり
ます。

o：忠

‘

：忠
類や

火災、感電の原因とな
禁止ります。
・内部に金展類や異物が入った場
合は 、 電源プラグをコンセントから抜
いて販売元へ修理をご依頼くださ覧源ブラグをコンセントから抜いて

販売元へ修理をこ依頼ください． l ＼い。

◎ :;_;;f盟
元まで

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による火
災の原因となります。

・傷んだプラグ、ゆるんだソケットは
使用しないでください。

霞は：ば忠
ラグ

感電の原因となります。
ぬれ手禁止

◎蓄電池の液もれや異臭がしたら使用をやめる

蓄電池は内部に希硫酸を保持しています。漏液し皮膚や衣服に
付薦した時は直ちに多量の水で流してください。目に入った場合
は 、 すぐに多量の水道水などのきれいな水で洗った後、直ちに医
師の治憲を受けてください。希硫酸が目に入ると失明、皮膚につ
くと火傷の原因となります。

゜ 電源コード・プラグを破損するようなことはしない
傷つけたり、 加工したり｀熱器具に近づけたり、無理に曲けたり 、

ねじったり、引っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因となります。

禁止
•コードやプラグの修理は 、 販売元へご依頼ください。
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幼児の手の届くところに置かない

けがなどの事故の原因となることがあります。

ヽ

△注意
‘[O 常に充電し蓄電池の電圧をチェックしてお使いください。 ］

ノ [O 無線機金具の取付は本装置同梱のピスをお使いください。］

1 。 販売店名
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故障の場合は販売店に連緒ください 
（右の欄に記入されると便利です）

（製造元）トム通信工業株式会社

TCOJ0057MG 

株式会社エクセリ 
東京都中央区日本橋浜町2-30-1 / 大阪府大阪市中央区久太郎町1-9-5 

URL : https : //www.exseli.com/



（外観説明
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充放電 LED
赤：充電中
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mcAccesse 無線機専用です
無線機の取扱説明書をお読みください
（品番 EF-6190/FM807F02)

mcA�ess e 

電圧チェック 電匁

00000 

高ロニ

電圧チェック LED

電源スイッチ
ON ：無線機へ電源出力
OFF：電源出力せず

電池保護のため、未使用時は必ず

スイッチ OFF にしてください。

5 個発光（赤橙緑緑緑）：バッテリー満充電
1 個発光（赤ー― --）：バッテリー要充電

状態 LED / ※常に充電しバッテリー電圧をチェックしてお使いください。
赤：Iヽッテリー運用中
橙：AC または DC 運用中
緑：AC または DC 入力有（電源スイッチ OFF 時）
※バッテリーヘ切替る時に無線機が瞬断します。

回
DC入カコネクタ

付扁の DC 電源ケープルを
こ使用ください。

® 

※安定した水平な場所に設置してこ使用ください。

ケープル通線口

® 

AC100V ヒューズ (3A)
マイナスドライバーで蓋を回すと
ホルダーからヒューズが外れます。
ヒューズ交換は AC 電源ケープルを
抜いて作業してください。

AC100V インレット
◎付属の AC 電源ケープルを

ご使用ください。

バッテリーホルダー

I付属品リスト I
（開梱詩お確かめください）

軽
AC電服ケープル
DC電服ケープル
無線機金具取付ビス
阪扱翡朋書

散量l 偏考
1 
1 

胴1本書
TCOJ0057MG 株式会社エクセリ 

東京都中央区日本橋浜町2-30-1 / 大阪府大阪市中央区久太郎町1-9-5 
URL : https : //www.exseli.com/
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1無線機取付および本体絹立方法I

本体カバー

無線機外部スピーカーケープル
紐スピーカーケープル

バッテリ一端子(-2

タルMCA無線機
EF-6190/FM807F02 

デジタルMCA無線機
EF-6190/FM807F02 

無線機付属取付金具

。必ず電源コードを抜き、電源スイッチを 0FF にして、ゴム手袋・ゴム靴などの安全対策を施し作業を
行なってください。安全対策なしの作業は感電の原因となります。

①本体カバーの M3 ビス（図中 A)8本を外してカバーを取り外してください。
②固定金具［銀色〕に EF-6190 付扁取付金具〔黒色〕を M5-10mm ビス（図中 B)3本で固定してください。
③テジタル MCA無線機 EF-6190 を取付金具に前面からはめ込み左右ピス（図中 C)で固定してください

。④バッテリーケープル（黒色）の端子を留めているテープを外し、バッテリーの端子(-)へ確実に接続してください。
⑤無線機電源ケープルのギボシ端子を赤線（＋）•黒線（一）に問違えないように確実に嵌合してください。
|0 森シ靖子の絶縁スリーフは金属部分が露出しないよう確実にかぶせてください。 1

⑦無線機アンテナなどのケープルはコードプッシュを通して、背面穴から外部へ通してください。
⑧無線機外部スピーカケープルのジャックと本体スピーカケープルのプラグを確実に嵌合してください。
⑨本体カバーをケープル挟み込みのないように注意して M3 ヒス（図中 A)8本で取り付けてください。

TCOJ0057MG 

株式会社エクセリ 
東京都中央区日本橋浜町2-30-1 / 大阪府大阪市中央区久太郎町1-9-5 

URL : https : //www.exseli.com/


